オカラ@OKARA
空が青過ぎて吐き気がする・・・・・青空の下を歩いていると、なんだか責められている気がするんだ・・
自
由
だ
│
どこまで行っても自由だ。
この国には自由が溢れている。
日
本
国
│
この国は美しい。
俺のようなクズ男にも、あたたかい手を差し伸べてくれる人たちが沢山暮らしている。
それでも時々、抑えきれなくなるんだ・・・・・
ぶっ壊したい!という衝動を・・・
オカラ@OKARA
僕の母さんは若い頃に、家出同然で東北から上京してきて、食べ物もろくに買えないような極貧生活をしている最中に父と出会いました。父も父でお世辞にも金のある生活はしていなかったので、結婚した当初は二人で100玉を奪い合うような生活で、毎月、鍋一つ、皿一枚を買い揃えていくのが楽しみなくらいの極貧でした。
僕が小学校に上がるくらいの時は
父の商売も軌道に乗り始めていて
僕はそんな貧乏生活を
強いられた記憶は無いのですが
幼い頃から
父と母の貧乏話を聞かされて育って
夫婦というものは
何も無いところから
二人で築き上げていくものだと
教わってきたので
僕はずっと
それが当たり前だと思って
生きてきました
金の切れ目が縁の切れ目、
という言葉はあるけれど
それは強欲な人の喩え話で
一般的、普遍的な話ではないと
思っていました
現に父と母が金の有る無しで
喧嘩をしている所は
一度も見たことがなかったし
父の商売が駄目になって
日々の生活費すら稼げなくなった時も
母は文句も言わずにバートに出て
父ならなんとかしてくれると
信じている姿を
ずっと見てきたからです
どこに行けばいいんだ?
贅沢な悩み・・・
「まぁーなぁーティ!それ、まぁーなぁーティ!プリティエンジェルまぁーなぁーティ!!」
「オイ!オ、オイオイ!まなティ!!オイ!オ、オイオイ!まなティ!!」
「まなティきゅん!まなティきゅん!ずっきゅん、ず、きゅきゅん、まなティきゅん!」
アイドルにはまっている・・・
戸田まな 11才。 とにかく数で押すアイドルグループが全盛の時代に、彗星の如く現れた超清純派アイドルだ。
「生きている理由」を明確に見出すことが出来ない俺にとって、まなティの存在は、生を継続する大きな理由となっている。
最初に言っておくが、俺はロリコンではない。
ロリコンは、現実から逃避している最低のクズだ。
クズの俺が言うのも何だが、あいつらを放置することは、日本の健全なアイドル文化を危機的な状況にするだけではなく、日本社会そのものをも危機的な状況にすることを意味する。
だから俺は、コンサートや、イベントの会場でロリコン臭のする野郎を見つけると、そいつの後をつけ・・・ボコボコにする。
断じて言う。
これは正義である。
人の命は等価ではない。
多くの人たちに夢と、希望と、やすらぎを与え、俺を救ってくれている、まなティと、薄汚れたロリコン男の命の価値には明らかな差がある。
教師も、テレビも、新聞も、表では「平等、平等!」と腐るほど言い続けているが、裏ではわかっている。
世界中が、ロイヤルベイビーの誕生に沸き上がっている中、今日もどこかで誰からも祝福されないベイビーたちが産声をあげている・・・それが人間が作り上げた世界だと。
人類史上最高値まで「実質的幸福度」を高めた、この国にも、誰からも祝福されずに産声をあげ、生きている命が転がっている。
「そのアクセサリー1つ」の値段で、死なないで済んだ命がある。
それでも飾らずにはいられない。
人間はGODに選ばれた存在ではなく・・・・・
獣だからだ
オカラ@OKARA
もう、ほんとマジで疲れた・・・
おれは誰にも必要とされていない
知ってたよ
5歳くらいから知ってた
物心つくまえから
孤独が当たり前だったから
何も無いから
何も思わない
( ´・ω・)寄るんじゃねえカス
もう駄目かもわからんね
心が完全にぶっ壊れとるわ
壊れたファイルがぎっしり
この世にごまんといるであろう
僕のような出来損ないたちは
みんな
よろしくやれてるの?
糞だ糞だと喚きながら
くだらない逃げ場所を作って
それで満足しているの?
戦うことに疲れたの?
そもそも戦ってないの?
戦っていると勘違いしているの?
戦うことに意味を見出せないの?
勝ちが確定しているイベント戦なのに
戦っていると思い込んでるアホなの?
カスなの?
クソなの?
救い用のないクズなの?
僕はもう
終わりの見えないガチ戦には
飽き飽きしてしまったのです
薬を飲んでいた。
なんとかという心の病の薬だ。
『三浦さん、この病気は○○人に1人・・・・・
『・・・・・
あ
と
3
日
で
9
月
だ
│
セミが死んじゃったり・・・
ヒマワリが枯れちゃったり・・・
もの凄く速いんだ。時間の流れが。
年を重ねるごとに、正月というアクセントばかりが強調される日常のサイクルが形成されていく。
今年は何をやったとか
去年は何をやったとか
そんなことを考えると、希薄過ぎる毎日に絶望する。
「平凡な毎日」こそが幸せなのだ、という思いもあるが、その「平凡」も、その「幸せ」も、俺の外側にしか感じることが出来ない。
積極的関与・・・いや、薄い関与でもいい。
目の前にある日常と俺の間に、もっと大きな接触点があったならば・・・・
薬をすべて捨てた。
日常が激しく上下する。
世界が、心が、鼓動が・・・俺を不安定にさせる。
「オラッ!ォラ!オラッ!!!ちんこ揉んだ手で、まなティと握手してんじゃねえよ!!!!」
「ぁっ・・・すいませんっ、すいません・・・もう、しません、もう、しませんからっ・・・許してください・・・」
「舐めてんじゃねえぞ!このヤロー!!!!!!」
「痛っ・・・・・うっ・・うう・・・・」
死にたい・・・
オカラ@OKARA
もういいよ、クズで、だめだこりゃ
オカラ@OKARA
俺は俺のやりたいようにやっているだけ、ふざけんなよカスが!!!!
ピンポーン
「(誰だよ・・こんな朝っぱらから・・・)」
ドンドンドン
「はい・・・・・」
「あっ、三浦さんですか?北原宿署の小村と申します」
「・・・・・」
終った・・・
終ったのか?
安堵している。
どんなに激しく自分を正当化したとしても・・・・・
切り離すことが出来ない「罪」の意識がある。
それが自然界には存在しない人工的に作られたものだとしても、俺たちはコントロールされている。
引力や、重力だけではなく、複雑に重なり、絡まりあう不自然な力たちの影響下にある人間は、絶え間なく続く「出会い」の中、不安定さの上で生きていくことを宿命として背負っている。
正義も悪もない壮大な世界の片隅で、自分よりも遥かに大きな者たちを「野蛮」であると言い切る。
そんな鈍感さ、愚かさゆえに、人間は現実を置き去りにした不自然な日常を維持することが出来るのだ。
敵にまわすような
言動をとらなければ
みんな
仲間で居てくれると
思ってるの?
アホなの?
なんなの?
バラバラだよ
バラバラなんだよ
敵の反対は
味方じゃない
孤独だ
終わりまで
ひとりだ
武器を手に取って
殺し合うしか
ないんだよ
目を覚ませよ
いい加減
もう
情けないよ
まったく
翌
日
│
普通に起き
普通にアルバイトに行き
普通に帰って来た。
人生の大半は、想像を超えた所からやってくる。
まあ、そこら辺にいる奴らのほとんどが自分の人生を想像することが出来たら、宗教も、占いも、自己啓発を職業とする者たちも必要とされるわけがないわけで・・・
暴行の件で逮捕されると思っていた俺は、「三浦さんに対する殺害予告がインターネットの掲示板に書き込まれていまして・・・」と警察から注意を促されたりしている。
数週間前に、何となく部屋の掃除と、整理整頓を始めた。
気が付くと、40リットルのゴミ袋にして30袋ほどのゴミを俺は捨てていた。
いま思うと、逮捕された後のことを考えていたのかもしれない・・・
断じて言う。
俺は正義だ。
なんて強気なことを言っていたのだが、俺の本質は・・・
みんな無駄に
明日、明後日の心配をして
不安になって
落ち込んで
駄目になってる
今が良ければ
それで御の字なんだよ、って
誰も言ってくれない
自分はさして頑張っていないくせに
他人には
おまえそれで大丈夫か?大丈夫か?と
不安を煽る
幸せってのは
妥協から生まれるんだよ
なあなあでいいじゃない
今を受け入れて
今を楽しめばいいじゃない
そんな悩みっぱなしだと
ハゲるぞ
おれみたいに
ハゲるぞ
( ´・ω・)ハゲるぞ
俺はハゲている。
武藤敬司が若くしてハゲ始めた時、俺は
「(どうするんだよ、武藤・・・)」
と心配していた。
それから時は流れて、あの頃の武藤と同じ年齢になった俺は、当時の武藤を遥かに超える勢いでハゲへの道を驀進していた・・・
「ハゲへの道を驀進します!」
27才の夏━
俺は全面的に、ハゲている自分を受け入れ、頭を丸めた。
いいか、おまえら
よく聞け
おまえらはこれから
何も成し遂げられないまま
何者にも成れないまま
無駄に
一生を過ごし
糞のように
憐れに
死んでいく
おまえらの生に
意味なんて無い
在っても無くても
無くても在っても
どうでも良い
むしろ
おまえらが無い方が
世の中ちょっと
良い方向へ
動いたりする
だがおまえらは
糞のように
無駄にこの世に執着し
意味のある人間や
価値のある物事に
糞のようにまとわり付き
腐らせる
本当に要らない
おまえらは要らない
本当の本当に要らない
そこの所をきちんとわきまえて
一刻も早く
清らかな地球のために
英断してくれる事を
私は切に願うのです
( ´・ω・)逝ってらっしゃい
アルバイト先では、ハゲとして生きているが、仕事を終えると近くの公園のトイレでカツラを装着する。
学校が終った後に、公衆トイレでミニスカートに履き替える女子高生のように。
オカラ@OKARA
今日もまた生きるぞぃ!!!
肥溜め薫@KOEDAME
@OKARA 9月7日木曜日・22時34分52秒Qマート千川駅東口店にて「ザ・テレビくん」戸田まなインタビューを立ち読み
随分と細かい所まで調べてるじゃない・・・
肥溜め薫@KOEDAME
@OKARA pic.peitter.com/QT9O7Wa210
★画像を表示しちゃう?
肥溜め薫@KOEDAME
@OKARA pic.peitter.com/QT9O7Wa210
★返信 ★拡散 ★コメント ★エクスタシー!
バイト先まで特定したってか・・・
「肥溜め薫」・・・大体のことはわかってるよ。俺がボコボコにした誰かだろ?
あいつか?あいつか?あいつか?あいつか・・・
どんな結末が待っているのだろうか?
俺が刺されて終わり・・・というのが一番しっくりとくるが・・
「肥溜め薫」がいつ現れてもいいように準備だけはしておこう。
部屋も、もう少し片付けるか
パソコンや、DVDレコーダーの記録も出来るだけ消そう
自分で見てもキモイ履歴ばかりだ・・・
俺に何かがあった時に、警察が記録を復元したら意味が無いが、詳しく捜査しない可能性もあるしな。
貯金もギリギリまで使ってしまおう。
まなティのクリスマスコンサートを観に行く費用と、来月発売されるPV集のDVDを買う金だけはキープして、後は食べたいものを好きなだけ食べたり、行きたいと思っていた旅行先にも出来るだけ行ってしまおう。
服と、靴も買うか・・・
それと筋トレもしておかないとな。
死体が発見されて、検死を行う時にブヨブヨの身体では恥ずかしい・・・
まあ、死んでしまっているのだから、どうでもいいと言えば、どうでもいいのだが、最後くらいは拘ってもいいだろ
だ
け
ど
ね
│
悪いけど、戦う気は無いんだ「肥溜め」くん
( ´・ω・)おれはずっと自己責任、自己責任言ってる社会やマスコミに疑問を持ってたんよ。自分の会社が倒産しないとでも思ってるの?自分の両親が健やかに老衰しすると思ってるの?決して自分が事故で障害者にならないとでも思ってるの?どんなエリートだって一歩踏み外せば明日にでも社会的弱者になるかも知れんのだよ。それなのに、社会のレールからハミ出たものはしね的なこの論調。どうなの?可笑しいだろ?想像力なさすぎだろ?くるってる。おかしいよ。
( ´・ω・)ごもっともすぎる
肥溜め薫@KOEDAME
@OKARA 私は橋本派だ。
まさか政治の話じゃないだろうから、俺が昔から、武藤敬司のファンだということまで調べているのか?
橋本派ってことは、真っ向から勝負してくるのか?
それにしてはジワジワ、ジワジワと攻め立ててきてるよな・・・いくらでもチャンスはあったはずだ。
なにを狙っているんだ「肥溜め」くん・・・
でも、俺は考えないよ。
もう、いいんだ。
薬を捨て、モノを捨て、記録を捨て、それ以前に自分を捨て
自分の意思で捨て続けているうちにわかったんだ、「肥溜め」くんに対する闘争心は捨ててもいいって。
世の中の一般常識とか
知識とか、教養とかって
すべてが
テレビを通して受動的に
得たものばかりなんだと
テレビを見なくなってから
良くわかった
あとテレビによって
自分の感情がいかに左右されているのかも
良くわかった
世のビジネスマンにとって
テレビから得られる情報は
周りとの意思疎通のために
欠かせないものなのかも知れんが
僕はそんなような仕事もしていないし
ずっと
ずっと
ずっと
一人でいいや、と
思っている人間なので、そういうのは要らない
毎日穏やかに暮らしたい
( ´・ω・)バカで良い
夜は正直だ
夜の街を歩いていると、少しだけ正直になれる気がする。
捨てることで、俺は本当の自由を手に入れた。
肥溜め薫@KOEDAME
@OKARA 時は来た!それだけだ・・・
やっと来るんだね。「肥溜め」くん。
俺は楽しみなんだ。
「肥溜め」くんと交わった時、俺がどんな俺であるのかが。
「いらっしゃいませー」
職場では、結構・・・明るく、前向きに働いている。
「あの~すみません・・」
「はい」
「この荷物、配送お願いしたいんですけど」
「ありがとうございます。では、こちらの用紙に、ご記入お願いいたします」
接客の仕事は嫌いではない。以前、パン工場で働いていた時は、機械の一部でしかない自分の存在に何とも言えない悲しみを感じていた。
「はい、お預かりいたします。どうも、ありがとうございました」
ふりがな こえだめ かおる
氏名 肥溜め 薫
少
し
だ
け
笑
っ
た
。
日常である。
どこまで行っても日常である。
38才の誕生日。まなティのイベントに行くのである。
もう誰も傷つけないで!
失敗してもいいの
投げ出してもいいの
挫けてもいいの
立ち止まってもいいの
それが人間だから
どこに居てもいいの
どこに行ってもいいの
なにを見てもいいの
誰と仲良くしてもいいの
嫌だったら無理しなくていいんだよ
『みんなで作ろう、犯罪ゼロ社会』
まなティのクリスマスコンサート・・・行きたかったけど・・・
( ´・ω・)もの凄く少しだけ「肥溜め」くんのことも気になるけど・・・
俺
は
行
く
よ
│
「すみません、自首したいんですが・・」
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